
わたしたちは、良質な医療を提供し、地域の皆様から愛され、信頼される病院を目指します!

病棟紹介 (３階Ｂ病棟)
〈内 容〉
●３階Ｂ病棟の紹介　　●新型コロナウイルス感染症(COVID-19)の現在の対応
●歯科受診のご案内　　●きらり ひかる☆ (職員紹介)
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病院に関するご意見、ご要望、また、広報誌に対するご意見などお待ちしています。

南部町国民健康保険西伯病院
〒683－0323　鳥取県西伯郡南部町倭397

表紙題字　南部町教育委員会事務局　大 下 真 史

TEL 0859－66－2211  https://www.saihaku-hospital.com/

重度認知症デイケア　副看護師長　矢田貝  奈緒子(精神科認定看護師)

～もしや、フレイルの入り口では？～

きらり ひかる☆(職員紹介)

　西伯病院に就職して29年目になります。心身の両側面から皆様のお役にたてればと思い、自
身の自己研鑽と看護の質の向上をめざして2009年に精神科認定看護師の資格を取得しました。
現在は重度認知症デイケア『らくらく』で勤務しています。
　重度認知症デイケア『らくらく』では、南部町や近隣の住民の認知症の方々が、日中安心し
て穏やかに過ごせる場の提供、認知症による精神症状や周辺症状などの軽快や改善、認知症の
進行防止、残存機能の維持・向上をめざしています。その中で、中心となって専門的ケアが提
供できるよう役割を担っています。特に「心地良い」「楽しい」「嬉しい」と思っていただけ
ることに重きを置いて支援しています。日々の活動プログラムに創作、運動、音楽、頭の体操などを取り入れ、日中
活動や他者との交流、個々の心身の状態に応じた機能回復訓練などを行い、五感への刺激、気分転換、リラックス、
脳の活性化を図っています。そのほか、行政、他事業所様や他職種の方々との連携、専門的な相談・支援に取り組ん
でいます。
　ご利用いただいている皆様の笑顔や笑い声と、昔懐かしいお話や知恵などを教えていただき、私の方が毎日元気や
学びを頂戴している今日この頃ですが、今後も皆様が困りごとなく安心して安全に在宅で生活していただけるよう、
個々に寄り添い、個別性と丁寧さを重視して取り組んでいきたいと思っています。また、此所にこういう場所がある
ということがまだ広く知られていないので、もっと皆様に発信していきたいと思っています。
　日中お一人で過ごされるのは心配、通所系サービスに抵抗を感じる、なかなか家から出ること自体が難しいなど、
気兼ねなくご相談いただけたらと思います。よろしくお願いいたします。

西伯病院の歯科は２Fにあります。
　診察室は明るく・広いスペースに診療チェアーが4台あります。
　窓から見える法勝寺川土手の景色がとても綺麗で、桜の咲く時期はとても美しいです。診察の合間に一度ご覧
になってみてください。
　現在、歯科医師・歯科衛生士2名・歯科助手の４名で診療しています。
お口の中のお困りごと等、気軽に話せる雰囲気作りにスタッフ一同努めています。
※予約制としていますので、事前に電話をお願いします。 (0859－66－2211)
※毎月第２火曜日は、鳥取大学の歯科医師も診察にあたります。

　自分は食事も普通に食べているし、口のなかは特に問題ないと思っていませんか？一昔
前とは、食事の嗜好、硬さ、大きさは変わってきていないですか？飲み込むまでには、筋
肉、神経、唾液などがお互いに、補い合っているので、実はちょっとした機能低下に気づ
きにくいことがあります。
　口の機能が低下してくると、知らず知らず栄養も偏り、少しずつ健康を損ない、要介護
のリスクが高まるとされています。最近よく耳にするフレイルの入り口です。
　思い当たる節のある方は、一度、口の機能検査をしてみてもよろしいかもしれません。
７５歳以上の方であれば、後期高齢者歯科健診がこれにあたります。是非、病気の予防、健康の増進に役立てて
ください。
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　2019年12月に報告された『COVID-19』という感染症は、私たちの生活に大きな変化をもたらしまし
た。病気そのものがわからなかった３年前に比べると、今はどのように対応すればいいか感染対策の方法も
示されています。
　その経過の中で、政府から示されているCOVID-19対応方法は刻々と変更されています。大きく変わ
った点は「療養期間」、「療養場所」、「陽性者の登録方法」です。

  療養期間
　検査をした日が発症日ではありません。発症日は、何かしらの症状が出現した(例えば発熱を認めた）
日であることを覚えておいてください。無症状の方の場合は、検査日を発症日として考えます。発症日
を０日目、翌日を１日目とし、症状がある場合は１０日間、症状がない場合は７日間が経過するまでは
感染リスクがあります。この期間を『療養期間』としています。療養期間中は検温などご自身による健
康状態の確認や、不要不急の外出や会食を避け、自主的な感染予防行動が求められています。
　３年前に比べると療養期間は半分になりました。しかし療養期間が明けた後においてもＰＣＲ検査を
すると半分程度の方が『陽性』と判定されます。『療養期間が過ぎた＝治癒した』ではないことを知っ
ておいていただき、継続的な感染予防行動をお願いします。

  療養場所
　３年前、陽性者は全員入院が鳥取県の考え方でしたが、現在は違います。在宅や入所先の施設での療養が
基本です。

  陽性者の登録方法　
　次の①～④に該当しない方は保健所への届け出対象ではないため、現在は保健所から電話がかかって
くることはありません。ご自身でコンタクトセンターにＱＲコード、または電話で登録をする必要があ
ります。
　①６５歳以上の方
　②入院を要する方
　③重症化リスクがあり、新型コロナ治療薬や酸素投与が必要であると医師が判断する方
　④妊婦の方
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新型コロナウイルス感染症(COVID-19)の現在の対応
  入院・入所対象となる方　
　３階Ｂ病棟は、医療療養病床34床、介護療養病床16床を有
する病棟です。
　医療療養病床は、急性期での医療を終了し、病状が安定した
ものの何らかの医療処置と継続的な入院加療を必要とする慢性
期の患者様が対象です。
 介護療養病床は、医療ケアが必要な状態にある介護保険の認定
を受けた方（要介護１以上）が対象です。また、ショートステイとして、介護者が自宅での介護を一定
期間できなくなった際や介護者の休養のための短期間入所も受け入れています。

  職員の業務　
　スタッフは、経管栄養、中心静脈栄養、吸引、創傷処置などの医療的処置やケアに加え、入浴介助、
清拭、口腔ケア、おむつ交換等の日常生活援助や個々の患者様の状況にあった看護を行っています。ま
たリハビリスタッフと連携し、病棟レクリエーションとして、折り紙などを切り貼りしたり、お茶会、
カラオケ、季節の行事、誕生日会などを毎月行い、少しでも患者様、入所者様の療養生活が楽しく穏や
かに過ごせるように努めています。
　疾患や家族環境などから入院期間が長期となる患者様や、日常全般的に介護が必要な患者様が多い
中、日頃から声かけを積極的に行い、いつもと違う変化に気付く観察力を大切にし、患者様が安心安全
に過ごせるよう日々看護に励んでいます。経験豊富なバイタリティーあふれるスタッフが多く、時には
肉体労働ともいえる業務も頑張っています。

  病棟の目指す姿　
　「西伯病院に入院（入所）して良かった」、「西伯病院を選んで良かった」と患者様やご家族様、地域
からも選ばれ、そして喜んでもらえる病棟になることを目指し、高い倫理性と観察力を持ちながら、患
者様が安全に穏やかに、そしてその人らしくいられるよう個性を重視した看護を行っています。
　コロナ禍において面会が制限されている今、ご家族様にとっては患者様の状態が見えづらく不安な思
いをしておられると思います。その不安をなるべく小さくできるよう、ご家族様との面会時などに患者
様の近況をお伝えしていきます。

３階B病棟の紹介３階B病棟の紹介

療養期間

療養場所

発症～14日間

３年前 現　　在

病院（入院） 重症化リスクの高い方など入院の必要性を判断し決定
基本的には自宅で療養

発症～７日間
（10日目までは感染対策を継続）

【無料ＰＣＲ検査】　
　　西伯病院では、無料ＰＣＲ検査を
　　以下の時間で実施しています。
　　　　平日　１１時～　２０件
　　　　　　　１５時～　１０件
　　事前に予約が必要です。
　　電話0859-66-2211（8時30分～17時）



　2019年12月に報告された『COVID-19』という感染症は、私たちの生活に大きな変化をもたらしまし
た。病気そのものがわからなかった３年前に比べると、今はどのように対応すればいいか感染対策の方法も
示されています。
　その経過の中で、政府から示されているCOVID-19対応方法は刻々と変更されています。大きく変わ
った点は「療養期間」、「療養場所」、「陽性者の登録方法」です。

  療養期間
　検査をした日が発症日ではありません。発症日は、何かしらの症状が出現した(例えば発熱を認めた）
日であることを覚えておいてください。無症状の方の場合は、検査日を発症日として考えます。発症日
を０日目、翌日を１日目とし、症状がある場合は１０日間、症状がない場合は７日間が経過するまでは
感染リスクがあります。この期間を『療養期間』としています。療養期間中は検温などご自身による健
康状態の確認や、不要不急の外出や会食を避け、自主的な感染予防行動が求められています。
　３年前に比べると療養期間は半分になりました。しかし療養期間が明けた後においてもＰＣＲ検査を
すると半分程度の方が『陽性』と判定されます。『療養期間が過ぎた＝治癒した』ではないことを知っ
ておいていただき、継続的な感染予防行動をお願いします。

  療養場所
　３年前、陽性者は全員入院が鳥取県の考え方でしたが、現在は違います。在宅や入所先の施設での療養が
基本です。

  陽性者の登録方法　
　次の①～④に該当しない方は保健所への届け出対象ではないため、現在は保健所から電話がかかって
くることはありません。ご自身でコンタクトセンターにＱＲコード、または電話で登録をする必要があ
ります。
　①６５歳以上の方
　②入院を要する方
　③重症化リスクがあり、新型コロナ治療薬や酸素投与が必要であると医師が判断する方
　④妊婦の方

2 3

新型コロナウイルス感染症(COVID-19)の現在の対応
  入院・入所対象となる方　
　３階Ｂ病棟は、医療療養病床34床、介護療養病床16床を有
する病棟です。
　医療療養病床は、急性期での医療を終了し、病状が安定した
ものの何らかの医療処置と継続的な入院加療を必要とする慢性
期の患者様が対象です。
 介護療養病床は、医療ケアが必要な状態にある介護保険の認定
を受けた方（要介護１以上）が対象です。また、ショートステイとして、介護者が自宅での介護を一定
期間できなくなった際や介護者の休養のための短期間入所も受け入れています。

  職員の業務　
　スタッフは、経管栄養、中心静脈栄養、吸引、創傷処置などの医療的処置やケアに加え、入浴介助、
清拭、口腔ケア、おむつ交換等の日常生活援助や個々の患者様の状況にあった看護を行っています。ま
たリハビリスタッフと連携し、病棟レクリエーションとして、折り紙などを切り貼りしたり、お茶会、
カラオケ、季節の行事、誕生日会などを毎月行い、少しでも患者様、入所者様の療養生活が楽しく穏や
かに過ごせるように努めています。
　疾患や家族環境などから入院期間が長期となる患者様や、日常全般的に介護が必要な患者様が多い
中、日頃から声かけを積極的に行い、いつもと違う変化に気付く観察力を大切にし、患者様が安心安全
に過ごせるよう日々看護に励んでいます。経験豊富なバイタリティーあふれるスタッフが多く、時には
肉体労働ともいえる業務も頑張っています。

  病棟の目指す姿　
　「西伯病院に入院（入所）して良かった」、「西伯病院を選んで良かった」と患者様やご家族様、地域
からも選ばれ、そして喜んでもらえる病棟になることを目指し、高い倫理性と観察力を持ちながら、患
者様が安全に穏やかに、そしてその人らしくいられるよう個性を重視した看護を行っています。
　コロナ禍において面会が制限されている今、ご家族様にとっては患者様の状態が見えづらく不安な思
いをしておられると思います。その不安をなるべく小さくできるよう、ご家族様との面会時などに患者
様の近況をお伝えしていきます。

３階B病棟の紹介３階B病棟の紹介

療養期間

療養場所

発症～14日間

３年前 現　　在

病院（入院） 重症化リスクの高い方など入院の必要性を判断し決定
基本的には自宅で療養

発症～７日間
（10日目までは感染対策を継続）

【無料ＰＣＲ検査】　
　　西伯病院では、無料ＰＣＲ検査を
　　以下の時間で実施しています。
　　　　平日　１１時～　２０件
　　　　　　　１５時～　１０件
　　事前に予約が必要です。
　　電話0859-66-2211（8時30分～17時）



わたしたちは、良質な医療を提供し、地域の皆様から愛され、信頼される病院を目指します!

病棟紹介 (３階Ｂ病棟)
〈内 容〉
●３階Ｂ病棟の紹介　　●新型コロナウイルス感染症(COVID-19)の現在の対応
●歯科受診のご案内　　●きらり ひかる☆ (職員紹介)

特 集

冬 号
2023年

VOL.5

14
病院に関するご意見、ご要望、また、広報誌に対するご意見などお待ちしています。

南部町国民健康保険西伯病院
〒683－0323　鳥取県西伯郡南部町倭397

表紙題字　南部町教育委員会事務局　大 下 真 史

TEL 0859－66－2211  https://www.saihaku-hospital.com/

重度認知症デイケア　副看護師長　矢田貝  奈緒子(精神科認定看護師)

～もしや、フレイルの入り口では？～

きらり ひかる☆(職員紹介)

　西伯病院に就職して29年目になります。心身の両側面から皆様のお役にたてればと思い、自
身の自己研鑽と看護の質の向上をめざして2009年に精神科認定看護師の資格を取得しました。
現在は重度認知症デイケア『らくらく』で勤務しています。
　重度認知症デイケア『らくらく』では、南部町や近隣の住民の認知症の方々が、日中安心し
て穏やかに過ごせる場の提供、認知症による精神症状や周辺症状などの軽快や改善、認知症の
進行防止、残存機能の維持・向上をめざしています。その中で、中心となって専門的ケアが提
供できるよう役割を担っています。特に「心地良い」「楽しい」「嬉しい」と思っていただけ
ることに重きを置いて支援しています。日々の活動プログラムに創作、運動、音楽、頭の体操などを取り入れ、日中
活動や他者との交流、個々の心身の状態に応じた機能回復訓練などを行い、五感への刺激、気分転換、リラックス、
脳の活性化を図っています。そのほか、行政、他事業所様や他職種の方々との連携、専門的な相談・支援に取り組ん
でいます。
　ご利用いただいている皆様の笑顔や笑い声と、昔懐かしいお話や知恵などを教えていただき、私の方が毎日元気や
学びを頂戴している今日この頃ですが、今後も皆様が困りごとなく安心して安全に在宅で生活していただけるよう、
個々に寄り添い、個別性と丁寧さを重視して取り組んでいきたいと思っています。また、此所にこういう場所がある
ということがまだ広く知られていないので、もっと皆様に発信していきたいと思っています。
　日中お一人で過ごされるのは心配、通所系サービスに抵抗を感じる、なかなか家から出ること自体が難しいなど、
気兼ねなくご相談いただけたらと思います。よろしくお願いいたします。

西伯病院の歯科は２Fにあります。
　診察室は明るく・広いスペースに診療チェアーが4台あります。
　窓から見える法勝寺川土手の景色がとても綺麗で、桜の咲く時期はとても美しいです。診察の合間に一度ご覧
になってみてください。
　現在、歯科医師・歯科衛生士2名・歯科助手の４名で診療しています。
お口の中のお困りごと等、気軽に話せる雰囲気作りにスタッフ一同努めています。
※予約制としていますので、事前に電話をお願いします。 (0859－66－2211)
※毎月第２火曜日は、鳥取大学の歯科医師も診察にあたります。

　自分は食事も普通に食べているし、口のなかは特に問題ないと思っていませんか？一昔
前とは、食事の嗜好、硬さ、大きさは変わってきていないですか？飲み込むまでには、筋
肉、神経、唾液などがお互いに、補い合っているので、実はちょっとした機能低下に気づ
きにくいことがあります。
　口の機能が低下してくると、知らず知らず栄養も偏り、少しずつ健康を損ない、要介護
のリスクが高まるとされています。最近よく耳にするフレイルの入り口です。
　思い当たる節のある方は、一度、口の機能検査をしてみてもよろしいかもしれません。
７５歳以上の方であれば、後期高齢者歯科健診がこれにあたります。是非、病気の予防、健康の増進に役立てて
ください。
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